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広  報

結婚新生活支援

西郷菊次郎翁生誕160周年

龍郷町青少年ミュージカル「KIKUJIRO」

教育民泊説明会
たつごうレンタサイクル
本 格 運 用 開 始

2022

４月号令和４年

龍郷町の人口　令和４年２月末現在(前年比)　3,151世帯（+31） 男2,920人（+11） 女3,122人（+15） 計6,042人（+26）
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そ
の
他

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

職
員
紹
介

愛加那・イト／隈元莉緒奈

大島高校ダンス部の皆さん

菊次郎（青年期）／要田ののか

富堅・陳一族の長男／篠崎あいみ

客演／曽木丈一郎客演／曽木丈一郎

客演／前田真輝

客演／和田創太

熊吉・陳一族の親分／嘉佳奏熊吉・陳一族の親分／嘉佳奏

菊次郎（少年期）／栄隼平 愛加那・イト／隈元莉々亜愛加那・イト／隈元莉々亜菊次郎（少年期）／栄隼平

　
令
和
４
年
３
月
12
日
、
13
日
の
２
日

間
、
り
ゅ
う
ゆ
う
館
文
化
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
龍
郷
町
青
少
年
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」
が
、
念
願
の
公

演
を
果
た
し
た
。

　
西
郷
菊
次
郎
翁
生
誕
１
６
０
周
年
を

機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
、
愛
加
那
と
西
郷
隆
盛
の
出
会
い
か

ら
、
菊
次
郎
が
台
湾
で
功
績
を
あ
げ
る

ま
で
の
半
生
を
描
い
て
い
る
。
演
じ
た
の 

は
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
大
島
高
校
ダ
ン

ス
部
員
ら
計
41
名
。
ま
た
劇
団
ニ
ラ
イ
ス

タ
ジ
オ
の
メ
ン
バ
ー
３
名
を
客
演
に
迎

え
、
皆
一
丸
と
な
っ
て
舞
台
を
盛
り
上

げ
、
会
場
は
連
日
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　
総
合
演
出
の
松
永
太
郎
氏
は
、
開
演

後
演
者
に
「
今
後
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム
に

し
、
よ
り
い
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」

と
声
を
か
け
た
。
ま
た
、
春
か
ら
島
を

離
れ
る
高
校
３
年
生
メ
ン
バ
ー
ら
は

「
菊
次
郎
の
よ
う
に
、
島
を
愛
し
、
島
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
声
を

張
っ
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
構
想
し
、
進
め
て
き

た
教
育
委
員
会
社
会
教
育
主
事
の
重

田
美
咲
は
「
８
月
の
公
演
が
コ
ロ
ナ
に
よ

り
延
期
と
な
っ
た
と
き
は
気
負
け
し
そ

う
に
な
っ
た
。
今
は
、
や
っ
と
終
わ
っ

た
！
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、
さ
あ
、
こ

れ
か
ら
だ
！
と
い
う
思
い
で
す
」
と
語
っ

た
。
教
育
委
員
会
で
は
来
年
度
、
２
期

生
を
募
集
し
、
来
年
３
月
の
第
２
回
公

演
を
目
指
す
。

高校３年生は春から島を離れる

総合演出 松永太郎氏
鹿児島県志布志市出身。代表作

「ヒメとヒコ」、「えらぶ百合物語」
2015年国民文化祭「花戦さ」等

この初演に合わせて、菊次郎翁縁の親族の方々ら
にご来町いただきました。（左から）

たつGO！応援大使 田中完様／西郷隆盛翁と糸子
さんの長男 寅太郎氏の六男 隆明氏の長男 西郷隆
晄様／町長 竹田泰典／菊次郎翁の四男 隆泰氏の
長男 菊次郎翁の孫 西郷隆文様／菊次郎翁の三男 
隆秀氏の二女 菊次郎翁の孫 西郷隆子様／菊次郎
翁の二男隆治氏の長女喜久子さんの長女 菊次郎
翁の曾孫 諌山尚子様／西郷隆盛公奉賛会理事兼
事務局長新宅和正様／副町長 則敏光

主催　龍郷町青少年ミュージカル実行委員会／龍郷町教育委員会
後援　龍郷町／奄美市教育委員会／エフエムたつごう／あまみエフエム・ディ！ウェイヴ／奄美新聞社／南海日日新聞社

敬称略
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第19回龍郷町

短歌・俳句

川柳コンクール

青木 友李蘇 小梅泉 梨優岩崎 陽咲

岩崎 星正親 すみれ音野 丹杏川口 茜川﨑 心結木村 尚太郎

坂元 翔大迫地 莉衣菜四位 悠眞重山 未来渋谷 巴乃下地 蓮

髙橋 寛大髙橋 潤世田畑 奈々花田宮 あんり西 涼杜牧 良太

松島 彩織丸野 詩南 琴花惠 愛羽森山 優樹山口 由莉

山田 佳子横尾 拓海吉村 友里綿貫 尚一郎

岩越 イト子
浦

岩崎 義造
赤 尾 木

上谷 ミヱ子
秋 名

圓 イツ子
円

長井 一磨
円

松下 ミチコ
龍 郷

伊集院 理一
安 木 屋 場

栄 ハル
手 広

柳田 政廣
屋 入

作下 ユキ子
赤 尾 木

中田 サチコ
下 戸 口

山元 ツミヱ
浦

サ
ト
ウ
キ
ビ
夏
植
え
の
部

 

農
業
生
産
法
人
㈲
ゆ
い
な
す

サ
ト
ウ
キ
ビ
春
植
え
の
部

 

振 

重
弘
　大
勝

サ
ト
ウ
キ
ビ
株
出
し
の
部

 

農
業
生
産
法
人
㈲
ゆ
い
な
す

肉
用
牛
の
部

 

新
島 

勲
　
大
勝

短
歌
の
部
大
賞

 

生
野 
あ
け
み  

上
戸
口

「
退
職
と
　
還
暦
祝
い
　
お
め
で
と
う

　
子
や
孫
か
ら
の
　
夫
へ
サ
プ
ラ
イ
ズ
」

俳
句
の
部
大
賞

 

大
茂 

斗
真
　上
戸
口  
戸
口
小
４
年

「
お
ち
ば
に
は
　
む
し
が
マ
ン
シ
ョ
ン
　

つ
く
っ
て
る
」

川
柳
の
部
大
賞

 

泉 

愛
子  

龍
郷  

龍
南
中
３
年

「
い
つ
か
ら
か
　
私
の
呼
び
名
は
　

『
受
験
生
』」

特
別
賞（
学
校
賞
）

 

龍
北
中
学
校

高齢者良い歯
80歳以上で自分の歯を
20本以上保持している
方々です。

90歳以上でこれまで介
護保険の利用がありま
したが、健康づくりに
努められ、現在は介護
保険を利用せず元気に
自立した生活を送られ
ている方々です。

健康長寿者

90歳以上で介護保険利用がなく元気で自
立した生活を送っている方々です。

濱田 イツヱ
嘉 渡

山田 スマコ
中 勝青儀 キクヱ

赤 尾 木

栗園 洋子
赤 尾 木

前田 ミツエ
中 勝

健康長寿努力賞

産　業

産業文化の振興発展に積極
的に取り組まれた方々です。

５歳児むし歯ゼロ

令和３年度５歳児歯科健診で1本も虫歯が
なかった子どもたちです。

応
募
数

短
歌
３
１
３
首

俳
句
４
４
３
句

川
柳
２
９
７
句

合
計
１
０
５
３
点

大
島
紬
功
労
者
の
部

織

 

伊
勢 

良
子
　安
木
屋
場

 

長
江 

カ
ノ
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木
屋
場

 

邉
木 

久
代
　安
木
屋
場

 

結 

タ
ヨ
子
　中
勝

の
り
張
り

  

柳 

利
一
郎
　下
戸
口

大
島
紬
各
種
織
部
門

 

祝 

和
子
　
　
　嘉
渡

 

岩
崎 

て
る
み
　赤
尾
木

　

  

辰
子
　
　
　浦

 

德
永 

エ
ミ
子
　芦
徳

 

久
倉 

眞
智
子
　浦

 

最
上 

み
よ
子
　瀬
留

第 23回龍郷町民フェア表彰者ご本人、または保護者の承諾を得た方のみ写真を掲載しています。

第23回町民フェアは新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため中
止となり、表彰のみ行いました。

つ
ま

円手 広玉 里赤 尾 木

赤 尾 木龍 郷赤 尾 木赤 尾 木芦 徳中 勝

玉 里赤 尾 木手 広幾 里大 勝大 勝

玉 里芦 徳瀬 留手 広芦 徳手 広

大 勝龍 郷赤 尾 木大 勝大 勝下 戸 口

川 内瀬 留赤 尾 木玉 里

ゆ りこうめり うひ な た

ほしに こあかねみ ゆしょうたろう

しょうだいり い なゆ う まみ ら いと も のれ ん

か ん たじゅんせいな な かす ず とりょうた

さ お りう たこ と はま な はゆ う きゆ り

か こた く みゆ りしょういちろう

左から　㈲ゆいなす／新島勲氏

左から　祝和子氏／柳利一郎氏

左から　大茂斗真さん／生野あ
けみ氏／龍北中学校志風寛校長 泉愛子さん

令
和
４
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

ふ
る
さ
と
納
税

男
女
共
同
参
画

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
23
回
町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

た
つ
ご
う

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

新
婚
生
活

支
援
事
業

教
育
民
泊

説
明
会

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

そ
の
他

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

職
員
紹
介



-5- Tatsugo

敬称略

第19回龍郷町

短歌・俳句

川柳コンクール

青木 友李蘇 小梅泉 梨優岩崎 陽咲

岩崎 星正親 すみれ音野 丹杏川口 茜川﨑 心結木村 尚太郎

坂元 翔大迫地 莉衣菜四位 悠眞重山 未来渋谷 巴乃下地 蓮

髙橋 寛大髙橋 潤世田畑 奈々花田宮 あんり西 涼杜牧 良太

松島 彩織丸野 詩南 琴花惠 愛羽森山 優樹山口 由莉

山田 佳子横尾 拓海吉村 友里綿貫 尚一郎

岩越 イト子
浦

岩崎 義造
赤 尾 木

上谷 ミヱ子
秋 名

圓 イツ子
円

長井 一磨
円

松下 ミチコ
龍 郷

伊集院 理一
安 木 屋 場

栄 ハル
手 広

柳田 政廣
屋 入

作下 ユキ子
赤 尾 木

中田 サチコ
下 戸 口

山元 ツミヱ
浦

サ
ト
ウ
キ
ビ
夏
植
え
の
部

 

農
業
生
産
法
人
㈲
ゆ
い
な
す

サ
ト
ウ
キ
ビ
春
植
え
の
部

 
振 
重
弘
　大
勝

サ
ト
ウ
キ
ビ
株
出
し
の
部

 

農
業
生
産
法
人
㈲
ゆ
い
な
す

肉
用
牛
の
部

 

新
島 

勲
　
大
勝

短
歌
の
部
大
賞

 

生
野 

あ
け
み  

上
戸
口

「
退
職
と
　
還
暦
祝
い
　
お
め
で
と
う

　
子
や
孫
か
ら
の
　
夫
へ
サ
プ
ラ
イ
ズ
」

俳
句
の
部
大
賞

 

大
茂 

斗
真
　上
戸
口  

戸
口
小
４
年

「
お
ち
ば
に
は
　
む
し
が
マ
ン
シ
ョ
ン
　

つ
く
っ
て
る
」

川
柳
の
部
大
賞

 

泉 

愛
子  

龍
郷  

龍
南
中
３
年

「
い
つ
か
ら
か
　
私
の
呼
び
名
は
　

『
受
験
生
』」

特
別
賞（
学
校
賞
）

 

龍
北
中
学
校

高齢者良い歯
80歳以上で自分の歯を
20本以上保持している
方々です。

90歳以上でこれまで介
護保険の利用がありま
したが、健康づくりに
努められ、現在は介護
保険を利用せず元気に
自立した生活を送られ
ている方々です。

健康長寿者

90歳以上で介護保険利用がなく元気で自
立した生活を送っている方々です。
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中 勝

健康長寿努力賞

産　業

産業文化の振興発展に積極
的に取り組まれた方々です。

５歳児むし歯ゼロ

令和３年度５歳児歯科健診で1本も虫歯が
なかった子どもたちです。
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第 23回龍郷町民フェア表彰者ご本人、または保護者の承諾を得た方のみ写真を掲載しています。

第23回町民フェアは新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため中
止となり、表彰のみ行いました。

つ
ま

円手 広玉 里赤 尾 木

赤 尾 木龍 郷赤 尾 木赤 尾 木芦 徳中 勝

玉 里赤 尾 木手 広幾 里大 勝大 勝

玉 里芦 徳瀬 留手 広芦 徳手 広

大 勝龍 郷赤 尾 木大 勝大 勝下 戸 口

川 内瀬 留赤 尾 木玉 里

ゆ りこうめり うひ な た
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左から　㈲ゆいなす／新島勲氏

左から　祝和子氏／柳利一郎氏

左から　大茂斗真さん／生野あ
けみ氏／龍北中学校志風寛校長 泉愛子さん
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工作物の
新築・改築・増築

木竹の伐採 広告物の掲出

開墾
土地の形状変更

鉱物や土石の採取 屋根・壁面の色彩
の変更

特別保護地区での
動植物の捕獲又は
採取

( 建築物を含む ) （案内板等を含む）

国立公園内において、次の
ような開発行為等を行う場
合は、事前に国や県への許
可申請・届出の手続きが必
要となります。　　　※一例

　奄美群島地域は、自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・
県民の保健・休養・教化に資するとともに、生物の多様性を確保することを
目的とした国立公園を有します。国立公園内では、優れた風景地を保護す
るため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制されています。

国立公園内での開発行為等は手続きが必要です

違反行為について 自然公園法の規定に違反しての行為や無許可で行為等については罰則が設けられています。

問い合わせ先
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。
奄美群島国立公園管理事務所  ☎５５－８６２０  大島支庁総務企画課   ☎５７－７２１５

たつごうレンタサイクル本格運用開始
レンタサイクルで龍郷町を満喫しよう！
令和4年4月1日から島育ち館において、E-バイクのレンタサイクルを開始します。

予 島育ち産業館　☎６２-３９３１（午前９時～午後５時  休 毎週木曜日)

役場企画観光課☎６９-４５１２

・各種割引制度については町ホームページをご確認ください。
・前日までに電話にてご予約ください。
・利用は18歳以上。（18歳未満・高校生は、18歳以上の方の同伴が必要となります。）
・安全に運転できる適性身長は、おおよそ１５５㎝以上です。
・レンタサイクルの予約……島育ち産業館   ☎62-393１ （木曜日休館 午前9時～午後5時）
・事業について……龍郷町役場企画観光課 ☎69-4512

営業時間　午前１０時から午後５時まで　お休み 月曜日・木曜日・年末年始
利用料金　保証料１，０００円＋1時間１，５００円～

／

Ｅ-バイクって何？／
E-バイクは、スポーツタイプの電動自転車です。
長い距離も楽々
体力、経験がなくても、体と心理的負担をグッと下げてくれます。
険しい山道にも
平坦な道だけでなく、登り道も自由に、楽しく走り回ることが可能です。

結婚新生活支援事業がはじまります
役場子ども子育て応援課☎６９-４５５５

対 象 世 帯

補 助 対 象

補 助 額

●夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下であること

●世帯所得が400万円未満であること

●令和4年1月1日以降に婚姻届けを提出した世帯

新規の住宅取得に係る費用、リフォーム費用、新規の住宅賃貸に係る費用、
引っ越し費用

補助額：1世帯あたり上限30万円

詳しくは、役場子ども子育て応援課までご連絡ください。

　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防
止のため、電線付近での鯉のぼりの掲揚や魚
釣りは絶対に行わないよう、お願いします。
　なお、万一鯉のぼり
や、釣り糸が電線にか
かった場合は、自分で
取ろうとせず、お近く
の九州電力送配電ま
でご連絡ください。

感電事故防止のお願い
九州電力送配電株式会社☎０８００-７７７-９４５３

　町内８件のきれいなお庭を開放いたします。
例年、イベント参加には有料のパスポートが必
要ですが、今年は無料で見学できます。詳しく
は実行委員会までお問い合わせください。
※第２回、第３回たつごうてくてくオープンガー
デンは新型コロナウイルス感染症の影響によ
り中止しました。
日時 令和４年４月３日（日）10:00～17:00
場所 町ホームページまたは実行委員会まで
　　 お問い合わせください。

第４回たつごうてくてくオープンガーデン
オープンガーデン実行委員会☎090-7467-3438

　結婚に伴う新生活に係る家賃や引っ越し費用等を支援します。こ
の事業は、若い世代が希望する年齢で結婚できる環境の整備(経済
的不安の軽減)をすることで、龍郷町の少子化対策の強化を目的とし
ています。

「ありのまま」が大切です　教育民泊説明会
予 役場企画観光課　☎６９-４５１２

　龍郷町では「教育民泊」を展開して、島外からの修学旅行を誘致できないか検討を進めています。
　教育民泊とは、民泊として各家庭に学生が３～４人グループで泊まり、その地域や家庭の生活、文
化等を体験して学ぶ宿泊のことです。特別なコトはせず、「ありのまま」を見せることが大切です。
　民泊がもたらす効果については、民泊による地域への直接収入（着地型観光）に繋がる「経済効
果」、生徒達と交流する機会を得る「活力創出」などが挙げられます。教育民泊に興味関心をお持ち
の方は、ぜひセミナーにご参加ください。

過去参加者が対象
日時 令和４年４月15日（金）午後７時～８時半
場所 龍郷町役場２階会議室
内容 教育民泊の受入について

いずれも事前申し込みが必要です。役場企画観光課までご連絡ください。

初参加者が対象
日時 令和４年４月16日（土）午前10時～11時半
場所 龍郷町役場２階会議室
内容 教育民泊の基礎について

※新型コロナウイルスの感染状況等によって日時変更の場合もあります。
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工作物の
新築・改築・増築

木竹の伐採 広告物の掲出

開墾
土地の形状変更

鉱物や土石の採取 屋根・壁面の色彩
の変更

特別保護地区での
動植物の捕獲又は
採取

( 建築物を含む ) （案内板等を含む）

国立公園内において、次の
ような開発行為等を行う場
合は、事前に国や県への許
可申請・届出の手続きが必
要となります。　　　※一例

　奄美群島地域は、自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・
県民の保健・休養・教化に資するとともに、生物の多様性を確保することを
目的とした国立公園を有します。国立公園内では、優れた風景地を保護す
るため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制されています。

国立公園内での開発行為等は手続きが必要です

違反行為について 自然公園法の規定に違反しての行為や無許可で行為等については罰則が設けられています。

問い合わせ先
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。
奄美群島国立公園管理事務所  ☎５５－８６２０  大島支庁総務企画課   ☎５７－７２１５

たつごうレンタサイクル本格運用開始
レンタサイクルで龍郷町を満喫しよう！
令和4年4月1日から島育ち館において、E-バイクのレンタサイクルを開始します。

予 島育ち産業館　☎６２-３９３１（午前９時～午後５時  休 毎週木曜日)

役場企画観光課☎６９-４５１２

・各種割引制度については町ホームページをご確認ください。
・前日までに電話にてご予約ください。
・利用は18歳以上。（18歳未満・高校生は、18歳以上の方の同伴が必要となります。）
・安全に運転できる適性身長は、おおよそ１５５㎝以上です。
・レンタサイクルの予約……島育ち産業館   ☎62-393１ （木曜日休館 午前9時～午後5時）
・事業について……龍郷町役場企画観光課 ☎69-4512

営業時間　午前１０時から午後５時まで　お休み 月曜日・木曜日・年末年始
利用料金　保証料１，０００円＋1時間１，５００円～

／

Ｅ-バイクって何？／
E-バイクは、スポーツタイプの電動自転車です。
長い距離も楽々
体力、経験がなくても、体と心理的負担をグッと下げてくれます。
険しい山道にも
平坦な道だけでなく、登り道も自由に、楽しく走り回ることが可能です。

結婚新生活支援事業がはじまります
役場子ども子育て応援課☎６９-４５５５

対 象 世 帯

補 助 対 象

補 助 額

●夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下であること

●世帯所得が400万円未満であること

●令和4年1月1日以降に婚姻届けを提出した世帯

新規の住宅取得に係る費用、リフォーム費用、新規の住宅賃貸に係る費用、
引っ越し費用

補助額：1世帯あたり上限30万円

詳しくは、役場子ども子育て応援課までご連絡ください。

　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防
止のため、電線付近での鯉のぼりの掲揚や魚
釣りは絶対に行わないよう、お願いします。
　なお、万一鯉のぼり
や、釣り糸が電線にか
かった場合は、自分で
取ろうとせず、お近く
の九州電力送配電ま
でご連絡ください。

感電事故防止のお願い
九州電力送配電株式会社☎０８００-７７７-９４５３

　町内８件のきれいなお庭を開放いたします。
例年、イベント参加には有料のパスポートが必
要ですが、今年は無料で見学できます。詳しく
は実行委員会までお問い合わせください。
※第２回、第３回たつごうてくてくオープンガー
デンは新型コロナウイルス感染症の影響によ
り中止しました。
日時 令和４年４月３日（日）10:00～17:00
場所 町ホームページまたは実行委員会まで
　　 お問い合わせください。

第４回たつごうてくてくオープンガーデン
オープンガーデン実行委員会☎090-7467-3438

　結婚に伴う新生活に係る家賃や引っ越し費用等を支援します。こ
の事業は、若い世代が希望する年齢で結婚できる環境の整備(経済
的不安の軽減)をすることで、龍郷町の少子化対策の強化を目的とし
ています。

「ありのまま」が大切です　教育民泊説明会
予 役場企画観光課　☎６９-４５１２

　龍郷町では「教育民泊」を展開して、島外からの修学旅行を誘致できないか検討を進めています。
　教育民泊とは、民泊として各家庭に学生が３～４人グループで泊まり、その地域や家庭の生活、文
化等を体験して学ぶ宿泊のことです。特別なコトはせず、「ありのまま」を見せることが大切です。
　民泊がもたらす効果については、民泊による地域への直接収入（着地型観光）に繋がる「経済効
果」、生徒達と交流する機会を得る「活力創出」などが挙げられます。教育民泊に興味関心をお持ち
の方は、ぜひセミナーにご参加ください。

過去参加者が対象
日時 令和４年４月15日（金）午後７時～８時半
場所 龍郷町役場２階会議室
内容 教育民泊の受入について

いずれも事前申し込みが必要です。役場企画観光課までご連絡ください。

初参加者が対象
日時 令和４年４月16日（土）午前10時～11時半
場所 龍郷町役場２階会議室
内容 教育民泊の基礎について

※新型コロナウイルスの感染状況等によって日時変更の場合もあります。
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奄美高校商業クラブ

高校生と一緒に商品開発

　奄美高校の生徒が、特産加工品「酢」の新商品
ラベルをデザインしました。
　商品は、（株）あいかな（中村孝代代表）が開発
したもので、ドラゴンフルーツとパイナップル
の２種類。一般販売に向けた商品ラベル作成に
あたり、同校の商業クラブに依頼し、学生の感性
を生かしたデザインを採用しました。

鹿児島県主催政策アイデアコンテスト

つむいでいこう龍郷町！

　「かごしまを元気にする学生政策アイデアコ
ンテスト」において、奄美高校商業科２年生の
「奄美高校商業クラブ」が大賞に輝きました。同
クラブは、栄美祐さん、平美空さん、村山雛さん、
小松愛夏さんで構成。最終審査では大島紬を身
に着け、「つむいでいこう龍郷町！」をテーマに、
世界自然遺産への登録を契機とし
た活性化策を提案しました。政策ア
イデアは、県ホームページで閲覧が
できます。

いきいき教育活動表彰

龍北中学校２０年間の海岸清掃表彰

　龍北中学校は平成１３年から嘉渡集落の海岸
清掃及び漂着ごみの調査活動「リサーチきょら
活動」に取り組んでおり、この度、国土交通省か
ら表彰を受けました。志風寛校長は「生徒数が少
ないながら工夫して続けることが大切。奄美の
自然環境に興味、関心をもってもらえたらと思
います。」と語りました。

３.10

高齢者疑似体験や車椅子体験

高齢者や障がいに対する理解を深める

　龍北中学校２年生は、龍郷町社会福祉協議
会、および特別養護老人ホーム龍郷の里の職員
と一緒に、高齢者疑似体験や車椅子体験を行い
ました。体験を通して高齢者や障がいに対する
理解を深め、人のやさしさ、支え合いなど、これ
からの「共生社会」のあり方について学びまし
た。上村一心さん（安木屋場）は「車椅子体験をし
たとき、声掛けがなかったら、すごく怖いだろ
うと思った」と感想を述べました。

２.22
たつGo！応援大使

サードプレイスとなるような町へ３.11

令和３年度土砂災害防止に関する絵画・作文コンクール

「その判断が運命分ける」

　県が土砂災害防止月間の一環として行った
同コンクールにおいて、戸口小学校５年生の赤
尾幸大さん（中戸口）が、県知事賞最優秀賞を受
賞。この度県大島支庁黒川陽一建設部長より表
彰賞が手渡されました。幸大さんは「自分が生
まれる前に、戸口でも災害があったと聞いた。
ポスターを見て、1人でも多くの人が避難して
くれたらと思う」と話しました。
　同コンクールには県下57の小・中学校から，計
411点（絵画176点，作文235点）の応募がありました。

３.14
鹿児島県男女共同参画地域推進員

ジェンダーギャップの解消に向けて

　この度県から、隈元已子氏（秋名）と川畑鉄平
氏（玉里）が鹿児島県男女共同参画地域推進員に
委嘱され、委嘱状交付式が行われました。委嘱期
間は２年間で、今後は町と協力して男女共同参
画推進の活動を行います。町長は、「ジェンダー
ギャップの解消に向けて地域活動から取り組ん
でいただきたい」と激励しました。

３.14

　前県大島支庁長であり、今は鹿児島県酒造組
合専務理事を務める田中完氏が来庁。「色とり
どりのシマ～龍郷町～」を演題に職員へ講話い
ただきました。
　「10年、20年先の『こうありたい』という町の
未来を描き、課題を段階的、計画的に解決して
いくことが大事。コロナ禍の今、人々はサード
プレイス（心地のよい第3の居場所、心の故郷）
を見つけ出そうとしている。龍郷町の魅力を自
然とコミュニティの両方の観点から考えるこ
とで、『心の故郷、龍郷町』に結びつけられるの
ではないか」と語ったほか、焼酎文化を生かし
た地域づくりについて提唱しました。
　講話後、職員と町の魅力について意見交換を
しました。
　町は昨年３月、田中氏に第１号の「たつGO！
応援大使」を委嘱しています。
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奄美高校商業クラブ

高校生と一緒に商品開発

　奄美高校の生徒が、特産加工品「酢」の新商品
ラベルをデザインしました。
　商品は、（株）あいかな（中村孝代代表）が開発
したもので、ドラゴンフルーツとパイナップル
の２種類。一般販売に向けた商品ラベル作成に
あたり、同校の商業クラブに依頼し、学生の感性
を生かしたデザインを採用しました。

鹿児島県主催政策アイデアコンテスト

つむいでいこう龍郷町！

　「かごしまを元気にする学生政策アイデアコ
ンテスト」において、奄美高校商業科２年生の
「奄美高校商業クラブ」が大賞に輝きました。同
クラブは、栄美祐さん、平美空さん、村山雛さん、
小松愛夏さんで構成。最終審査では大島紬を身
に着け、「つむいでいこう龍郷町！」をテーマに、
世界自然遺産への登録を契機とし
た活性化策を提案しました。政策ア
イデアは、県ホームページで閲覧が
できます。

いきいき教育活動表彰

龍北中学校２０年間の海岸清掃表彰

　龍北中学校は平成１３年から嘉渡集落の海岸
清掃及び漂着ごみの調査活動「リサーチきょら
活動」に取り組んでおり、この度、国土交通省か
ら表彰を受けました。志風寛校長は「生徒数が少
ないながら工夫して続けることが大切。奄美の
自然環境に興味、関心をもってもらえたらと思
います。」と語りました。

３.10

高齢者疑似体験や車椅子体験

高齢者や障がいに対する理解を深める

　龍北中学校２年生は、龍郷町社会福祉協議
会、および特別養護老人ホーム龍郷の里の職員
と一緒に、高齢者疑似体験や車椅子体験を行い
ました。体験を通して高齢者や障がいに対する
理解を深め、人のやさしさ、支え合いなど、これ
からの「共生社会」のあり方について学びまし
た。上村一心さん（安木屋場）は「車椅子体験をし
たとき、声掛けがなかったら、すごく怖いだろ
うと思った」と感想を述べました。

２.22
たつGo！応援大使

サードプレイスとなるような町へ３.11

令和３年度土砂災害防止に関する絵画・作文コンクール

「その判断が運命分ける」

　県が土砂災害防止月間の一環として行った
同コンクールにおいて、戸口小学校５年生の赤
尾幸大さん（中戸口）が、県知事賞最優秀賞を受
賞。この度県大島支庁黒川陽一建設部長より表
彰賞が手渡されました。幸大さんは「自分が生
まれる前に、戸口でも災害があったと聞いた。
ポスターを見て、1人でも多くの人が避難して
くれたらと思う」と話しました。
　同コンクールには県下57の小・中学校から，計
411点（絵画176点，作文235点）の応募がありました。

３.14
鹿児島県男女共同参画地域推進員

ジェンダーギャップの解消に向けて

　この度県から、隈元已子氏（秋名）と川畑鉄平
氏（玉里）が鹿児島県男女共同参画地域推進員に
委嘱され、委嘱状交付式が行われました。委嘱期
間は２年間で、今後は町と協力して男女共同参
画推進の活動を行います。町長は、「ジェンダー
ギャップの解消に向けて地域活動から取り組ん
でいただきたい」と激励しました。

３.14

　前県大島支庁長であり、今は鹿児島県酒造組
合専務理事を務める田中完氏が来庁。「色とり
どりのシマ～龍郷町～」を演題に職員へ講話い
ただきました。
　「10年、20年先の『こうありたい』という町の
未来を描き、課題を段階的、計画的に解決して
いくことが大事。コロナ禍の今、人々はサード
プレイス（心地のよい第3の居場所、心の故郷）
を見つけ出そうとしている。龍郷町の魅力を自
然とコミュニティの両方の観点から考えるこ
とで、『心の故郷、龍郷町』に結びつけられるの
ではないか」と語ったほか、焼酎文化を生かし
た地域づくりについて提唱しました。
　講話後、職員と町の魅力について意見交換を
しました。
　町は昨年３月、田中氏に第１号の「たつGO！
応援大使」を委嘱しています。
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立
ち
上
が
っ
て
〝
ど
う
だ
〟
と
い
う
顔
を
し
て
、

こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
。
驚
き
と
嬉
し
さ
で
、
慌

て
て
台
所
に
行
っ
て
立
た
せ
る
と
、立
っ
た
。

　
妻
が
帰
っ
て
き
た
。「
ど
う
し
た
の
！
」
と
、
大

声
を
あ
げ
、
座
り
込
ん
で
畳
に
顔
を
擦
り
つ
け
た
。

　
妻
の
医
者
通
い
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
変
っ
た
。
彼

は
日
に
日
に
元
気
に
な
り
、
友
達
の
助
け
を
借
り

な
が
ら
も
、
普
通
学
級
に
入
学
し
た
。
中
学
校
と

高
校
は
自
分
の
力
で
通
学
し
て
卒
業
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
十
年
が
過
ぎ
た
。
彼
は
今
で
は
結

婚
し
て
三
人
の
子
供
の
父
親
と
な
り
、
僕
た
ち
と

同
居
し
て
い
る
。
小
さ
な
家
が
七
人
家
族
と
な
り
、

騒
が
し
い
。
こ
の
騒
が
し
さ
が
嬉
し
い
。
あ
の
こ

ろ
役
に
立
た
な
か
っ
た
僕
だ
が
、
何
も
知
ら
な
い

孫
た
ち
が
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
』
と
、
慕
っ
て
く
れ
る
。

　
毎
日
が
楽
し
い
。
家
族
っ
て
い
い
な
と
、
つ
く

づ
く
思
う
。
妻
に
は
感
謝
は
し
て
い
る
が
、
ま
だ

言
葉
に
し
て
い
な
い
。
今
さ
ら
と
思
い
言
う
き
っ

か
け
が
無
い
。
妻
は
あ
の
こ
ろ
の
苦
労
を
一
切
口

に
し
な
い
。
う
ち
の
嫁
さ
ん
は
、
え
ら
い
。
参
っ

た
！

　
僕
た
ち
夫
婦
が
結
婚
十
年
目
に
、
待
望
の
子

宝
を
授
か
っ
た
。
家
族
が
一
人
増
え
三
人
と

な
っ
た
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
、
一
日
の
様
子
を
聞

く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
幸
せ
な
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
た
と
き
、
妻
は
少
し
不
安
顔
で
、「
こ

の
子
、
一
生
歩
け
な
い
の
で
は
」
と
、
突
然
、
言
い

出
し
た
。
僕
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
こ
と

だ
っ
た
。

　
二
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
て
も
、
三
回
目
が

訪
れ
て
も
立
ち
上
が
れ
な
い
。
座
る
こ
と
す
ら

出
来
な
い
。
小
学
校
の
入
学
が
近
づ
い
て
く
る
。

僕
は
、
ほ
と
ん
ど
諦
め
て
い
た
。
妻
は
諦
め
な
い
。

こ
の
子
を
歩
け
る
よ
う
に
し
て
、
小
学
校
に
入

学
さ
せ
る
の
だ
と
。

　
母
と
子
が
町
医
者
を
回
り
、病
院
通
い
も
続
け

る
が『
原
因
不
明
』で
す
と
、ど
の
医
者
も
首
を
傾

げ
る
ば
か
り
。
妻
は
医
者
通
い
を
諦
め
、
お
百
度

参
り
を
始
め
た
。そ
の
間
に
息
子
の
体
が
大
き
く

な
り
、妻
の
手
に
負
え
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
忘
れ
も
し
な
い
休
日
の
午
後
だ
っ
た
。
妻
の

留
守
中
、
息
子
と
風
呂
に
入
っ
て
い
た
。
風
呂
の

様
子
が
い
つ
も
と
少
し
違
う
。彼
が
湯
船
の
中
で
、

高
校・一
般
の
部
　優
秀
賞

　奇
跡

大
阪
府
泉
大
津
市
　古
垣
内
　
求

　
次
男
が
一
歳
だ
っ
た
頃
、
四
歳
年
上
の
長
男
が

言
っ
た
。「
そ
う
ち
ゃ
ん
、
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

ね
」
。
私
と
三
人
で
夕
食
を
食
べ
て
い
た
時
だ
。

「
そ
う
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
前
は
、
晩
御
飯
は
い

つ
も
、
マ
マ
と
僕
と
二
人
っ
き
り
だ
っ
た
も
ん

ね
」
。
そ
う
、
夫
は
仕
事
で
帰
宅
が
遅
く
、
子
ど
も

達
が
寝
た
頃
に
食
事
を
と
る
。
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
ね―

な
ん
と
嬉
し
く
微
笑
ま
し
い
言
葉
だ
ろ

う
。

　
授
業
参
観
に
次
男
を
連
れ
て
行
け
ば
、「
僕
の

弟
の
そ
う
ち
ゃ
ん
。
か
わ
い
い
で
し
ょ
」
と
、
長
男

は
友
達
に
自
慢
す
る
。「
二
人
い
て
よ
か
っ
た
」
と

思
う
場
面
は
た
び
た
び
あ
っ
た
。
努
力
家
で
他
人

の
気
持
ち
を
察
す
る
の
に
長
け
た
次
男
に
対
し

て
、
場
の
空
気
が
読
め
ず
苦
手
な
こ
と
は
や
ろ
う

と
し
な
い
長
男
を
、
私
は
よ
く
叱
っ
た
。
と
い
う

よ
り
、
感
情
の
ま
ま
に
強
く
怒
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
心
配
に
な
っ
て
そ
う
っ
と
彼
の
部
屋

を
の
ぞ
い
て
み
る
。
弟
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い

高
校・一
般
の
部
　優
秀
賞

　そ
う
ち
ゃ
ん
、生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
ね

愛
知
県
名
古
屋
市
　倉
田
　
久
子

 

「
あ
ぁ
。
姉
っ
て
大
変
。
」

　
一
歳
の
妹
を
抱
っ
こ
し
て
あ
や
し
な
が
ら
思

う
。
そ
う
。
姉
は
大
変
な
の
だ
。

　
私
は
二
人
の
妹
の
姉
だ
。
一
人
は
四
歳
、
も
う

一
人
は
９
月
で
一
歳
に
な
っ
た
。
私
は
思
う
。
妹

が
可
愛
い
。
本
当
に
可
愛
い
。
４
歳
の
妹
は
少
々

生
意
気
に
な
っ
て
き
た
が
。
い
つ
も
妹
二
人
に

は
笑
わ
さ
れ
て
ば
か
り
だ
。
け
れ
ど
、
何
度
も
言

う
、「
姉
」
と
い
う
立
場
は
、
大
変
な
の
だ
。
例
え

ば
母
が
夕
飯
を
作
っ
て
い
る
と
き
、
一
歳
の
妹

は
泣
き
な
が
ら

「
マ
マ
、
マ
マ
」

 

と
母
が
い
る
台
所
ま
で
全
力
で
ハ
イ
ハ
イ
で

い
く
。
台
所
に
は
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
コ
ン

セ
ン
ト
や
ら
ゴ
ミ
や
ら
。
そ
こ
で
私
・
お
姉
ち
ゃ

ん
の
登
場
だ
。
素
早
く
妹
を
抱
っ
こ
し
、
隣
の
部

屋
へ
泣
い
て
い
る
妹
を
強
制
連
行
。
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
お
も
ち
ゃ
で
妹
の
気
を
ひ
き
、
泣
き
や

ま
せ
る
。
そ
の
間
４
歳
の
妹
は
一
人
で
遊
ん
で

い
る
の
は
い
い
も
の
の
、
お
も
ち
ゃ
を
な
お
さ

な
い
。

「
こ
ら
。な
お
し
な
さ
い
。
」

小
中
学
生
の
部
　優
秀
賞

　「妹
」と
い
う
存
在
、「
姉
」と
い
う
立
場

龍
北
中
学
校
一
年
　村
﨑
　
壽
吏
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「
な
お
せ
な
い
。
」

 

と
妹
。
だ
っ
た
ら
、
最
初
か
ら
出
さ
な
い
で
よ

～
と
思
い
な
が
ら
妹
と
一
緒
に
片
付
け
る
。
だ

が
、
十
分
も
た
た
ぬ
間
に
部
屋
が
散
ら
か
る
。
な

ぜ
だ
。
な
ぜ
な
ん
だ
。
と
思
い
つ
つ
、
ま
た
お
も

ち
ゃ
を
な
お
す
。
毎
日
こ
れ
の
く
り
返
し
。
分

か
っ
て
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。「
姉
」
の
大
変

さ
を
。
と
き
ど
き
ム
カ
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
イ
ラ

イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
せ
い
で

４
歳
の
妹
に
つ
ら
く
当
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

最
近
よ
く
あ
る
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
。

　
「
姉
」
は
大
変
だ
。
も
う
い
っ
そ
姉
を
や
め
た

い
と
思
う
と
き
も
あ
る
。
だ
け
ど
そ
れ
以
上
に

「
妹
」
と
い
う
存
在
が
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大

切
で
も
あ
る
。
い
つ
も
笑
わ
せ
て
く
れ
て
、
驚
か

せ
て
く
れ
て
。
妹
が
い
る
こ
と
で
毎
日
が
楽
し

い
。
妹
が
い
る
こ
と
で
私
は
明
る
い
気
持
ち
に

な
れ
る
。
私
は
妹
た
ち
に
い
つ
か
、
恥
ず
か
し
い

け
れ
ど
こ
う
伝
え
た
い
。

　
私
の
妹
と
し
て
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
私

を
お
姉
ち
ゃ
ん
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
、
と
っ
て
も
幸
せ
者
で

す
、と
。

る
。
ほ
っ
と
し
て
扉
を
閉
め
る
。

　
そ
ん
な
仲
の
良
い
兄
弟
に
別
れ
が
突
然
訪
れ

る
。
高
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
次
男
が
、
事
故

で
急
逝
し
た
の
だ
。
芸
大
に
通
っ
て
い
た
長
男
は
、

通
夜
の
直
前
、
泣
き
な
が
ら
弟
の
写
真
を
絵
に
し

て
い
た
。「
僕
に
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
し

か
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
。
そ
の
肖
像
画
は
、
遺
影

と
共
に
葬
儀
会
場
に
飾
ら
れ
た
。
参
列
者
は
皆
、

写
真
そ
っ
く
り
の
鉛
筆
画
に
目
を
止
め
た
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
後
、
肖
像
の
裏
を
見
て
驚

い
た
。
長
男
か
ら
弟
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
て
い
る
。「
み
ん
な
に
愛
さ
れ
た
そ
う
ち
ゃ

ん
。
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、
兄
弟
で
い
て
下
さ
い
」

そ
う
だ
。
家
族
は
、
こ
の
ひ
と
世
限
り
で
終
わ
る

も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば

私
は
ま
た
、
あ
な
た
た
ち
の
お
母
さ
ん
に
な
り
た

い
。
今
度
は
き
っ
と
い
い
お
母
さ
ん
に
な
る
か
ら
。

彼
の
言
葉
は
続
く
。「
僕
に
は
、
そ
う
ち
ゃ
ん
の
よ

う
な
統
率
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
今
度
は
、

そ
う
ち
ゃ
ん
が
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
と
い
い
ね
」

　
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
前
世
で
も
、
私
達
は
繋
が
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
世
に
期
待
し
な

が
ら
、
私
達
家
族
は
亡
き
子
と
共
に
生
き
て
ゆ
く

の
だ
。

第
８
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
集
で
き
ま
し
た

役
場
企
画
観
光
課
に
て
発
売
中

１
冊
２
０
０
円

第
９
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ

①「
奄
美
（
シ
マ
）
の
宝
〜
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
機
縁
し
て~

②「
お
弁
当
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
は
６
月
以
降



令
和
４
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

ふ
る
さ
と
納
税

男
女
共
同
参
画

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
23
回
町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

た
つ
ご
う

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

新
婚
生
活

支
援
事
業

教
育
民
泊

説
明
会

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

そ
の
他

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

職
員
紹
介

-11- Tatsugo

立
ち
上
が
っ
て
〝
ど
う
だ
〟
と
い
う
顔
を
し
て
、

こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
。
驚
き
と
嬉
し
さ
で
、
慌

て
て
台
所
に
行
っ
て
立
た
せ
る
と
、立
っ
た
。

　
妻
が
帰
っ
て
き
た
。「
ど
う
し
た
の
！
」
と
、
大

声
を
あ
げ
、
座
り
込
ん
で
畳
に
顔
を
擦
り
つ
け
た
。

　
妻
の
医
者
通
い
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
変
っ
た
。
彼

は
日
に
日
に
元
気
に
な
り
、
友
達
の
助
け
を
借
り

な
が
ら
も
、
普
通
学
級
に
入
学
し
た
。
中
学
校
と

高
校
は
自
分
の
力
で
通
学
し
て
卒
業
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
十
年
が
過
ぎ
た
。
彼
は
今
で
は
結

婚
し
て
三
人
の
子
供
の
父
親
と
な
り
、
僕
た
ち
と

同
居
し
て
い
る
。
小
さ
な
家
が
七
人
家
族
と
な
り
、

騒
が
し
い
。
こ
の
騒
が
し
さ
が
嬉
し
い
。
あ
の
こ

ろ
役
に
立
た
な
か
っ
た
僕
だ
が
、
何
も
知
ら
な
い

孫
た
ち
が
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
』
と
、
慕
っ
て
く
れ
る
。

　
毎
日
が
楽
し
い
。
家
族
っ
て
い
い
な
と
、
つ
く

づ
く
思
う
。
妻
に
は
感
謝
は
し
て
い
る
が
、
ま
だ

言
葉
に
し
て
い
な
い
。
今
さ
ら
と
思
い
言
う
き
っ

か
け
が
無
い
。
妻
は
あ
の
こ
ろ
の
苦
労
を
一
切
口

に
し
な
い
。
う
ち
の
嫁
さ
ん
は
、
え
ら
い
。
参
っ

た
！

　
僕
た
ち
夫
婦
が
結
婚
十
年
目
に
、
待
望
の
子

宝
を
授
か
っ
た
。
家
族
が
一
人
増
え
三
人
と

な
っ
た
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
、
一
日
の
様
子
を
聞

く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
幸
せ
な
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
た
と
き
、
妻
は
少
し
不
安
顔
で
、「
こ

の
子
、
一
生
歩
け
な
い
の
で
は
」
と
、
突
然
、
言
い

出
し
た
。
僕
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
こ
と

だ
っ
た
。

　
二
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
て
も
、
三
回
目
が

訪
れ
て
も
立
ち
上
が
れ
な
い
。
座
る
こ
と
す
ら

出
来
な
い
。
小
学
校
の
入
学
が
近
づ
い
て
く
る
。

僕
は
、
ほ
と
ん
ど
諦
め
て
い
た
。
妻
は
諦
め
な
い
。

こ
の
子
を
歩
け
る
よ
う
に
し
て
、
小
学
校
に
入

学
さ
せ
る
の
だ
と
。

　
母
と
子
が
町
医
者
を
回
り
、病
院
通
い
も
続
け

る
が『
原
因
不
明
』で
す
と
、ど
の
医
者
も
首
を
傾

げ
る
ば
か
り
。
妻
は
医
者
通
い
を
諦
め
、
お
百
度

参
り
を
始
め
た
。そ
の
間
に
息
子
の
体
が
大
き
く

な
り
、妻
の
手
に
負
え
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
忘
れ
も
し
な
い
休
日
の
午
後
だ
っ
た
。
妻
の

留
守
中
、
息
子
と
風
呂
に
入
っ
て
い
た
。
風
呂
の

様
子
が
い
つ
も
と
少
し
違
う
。彼
が
湯
船
の
中
で
、

高
校・一
般
の
部
　優
秀
賞

　奇
跡

大
阪
府
泉
大
津
市
　古
垣
内
　
求

　
次
男
が
一
歳
だ
っ
た
頃
、
四
歳
年
上
の
長
男
が

言
っ
た
。「
そ
う
ち
ゃ
ん
、
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

ね
」
。
私
と
三
人
で
夕
食
を
食
べ
て
い
た
時
だ
。

「
そ
う
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
前
は
、
晩
御
飯
は
い

つ
も
、
マ
マ
と
僕
と
二
人
っ
き
り
だ
っ
た
も
ん

ね
」
。
そ
う
、
夫
は
仕
事
で
帰
宅
が
遅
く
、
子
ど
も

達
が
寝
た
頃
に
食
事
を
と
る
。
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
ね―

な
ん
と
嬉
し
く
微
笑
ま
し
い
言
葉
だ
ろ

う
。

　
授
業
参
観
に
次
男
を
連
れ
て
行
け
ば
、「
僕
の

弟
の
そ
う
ち
ゃ
ん
。
か
わ
い
い
で
し
ょ
」
と
、
長
男

は
友
達
に
自
慢
す
る
。「
二
人
い
て
よ
か
っ
た
」
と

思
う
場
面
は
た
び
た
び
あ
っ
た
。
努
力
家
で
他
人

の
気
持
ち
を
察
す
る
の
に
長
け
た
次
男
に
対
し

て
、
場
の
空
気
が
読
め
ず
苦
手
な
こ
と
は
や
ろ
う

と
し
な
い
長
男
を
、
私
は
よ
く
叱
っ
た
。
と
い
う

よ
り
、
感
情
の
ま
ま
に
強
く
怒
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
心
配
に
な
っ
て
そ
う
っ
と
彼
の
部
屋

を
の
ぞ
い
て
み
る
。
弟
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い

高
校・一
般
の
部
　優
秀
賞

　そ
う
ち
ゃ
ん
、生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
ね

愛
知
県
名
古
屋
市
　倉
田
　
久
子

 

「
あ
ぁ
。
姉
っ
て
大
変
。
」

　
一
歳
の
妹
を
抱
っ
こ
し
て
あ
や
し
な
が
ら
思

う
。
そ
う
。
姉
は
大
変
な
の
だ
。

　
私
は
二
人
の
妹
の
姉
だ
。
一
人
は
四
歳
、
も
う

一
人
は
９
月
で
一
歳
に
な
っ
た
。
私
は
思
う
。
妹

が
可
愛
い
。
本
当
に
可
愛
い
。
４
歳
の
妹
は
少
々

生
意
気
に
な
っ
て
き
た
が
。
い
つ
も
妹
二
人
に

は
笑
わ
さ
れ
て
ば
か
り
だ
。
け
れ
ど
、
何
度
も
言

う
、「
姉
」
と
い
う
立
場
は
、
大
変
な
の
だ
。
例
え

ば
母
が
夕
飯
を
作
っ
て
い
る
と
き
、
一
歳
の
妹

は
泣
き
な
が
ら

「
マ
マ
、
マ
マ
」

 
と
母
が
い
る
台
所
ま
で
全
力
で
ハ
イ
ハ
イ
で

い
く
。
台
所
に
は
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
コ
ン

セ
ン
ト
や
ら
ゴ
ミ
や
ら
。
そ
こ
で
私
・
お
姉
ち
ゃ

ん
の
登
場
だ
。
素
早
く
妹
を
抱
っ
こ
し
、
隣
の
部

屋
へ
泣
い
て
い
る
妹
を
強
制
連
行
。
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
お
も
ち
ゃ
で
妹
の
気
を
ひ
き
、
泣
き
や

ま
せ
る
。
そ
の
間
４
歳
の
妹
は
一
人
で
遊
ん
で

い
る
の
は
い
い
も
の
の
、
お
も
ち
ゃ
を
な
お
さ

な
い
。

「
こ
ら
。な
お
し
な
さ
い
。
」

小
中
学
生
の
部
　優
秀
賞

　「妹
」と
い
う
存
在
、「
姉
」と
い
う
立
場
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一
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な
お
せ
な
い
。
」

 

と
妹
。
だ
っ
た
ら
、
最
初
か
ら
出
さ
な
い
で
よ

～
と
思
い
な
が
ら
妹
と
一
緒
に
片
付
け
る
。
だ

が
、
十
分
も
た
た
ぬ
間
に
部
屋
が
散
ら
か
る
。
な

ぜ
だ
。
な
ぜ
な
ん
だ
。
と
思
い
つ
つ
、
ま
た
お
も

ち
ゃ
を
な
お
す
。
毎
日
こ
れ
の
く
り
返
し
。
分

か
っ
て
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。「
姉
」
の
大
変

さ
を
。
と
き
ど
き
ム
カ
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
イ
ラ

イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
せ
い
で

４
歳
の
妹
に
つ
ら
く
当
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

最
近
よ
く
あ
る
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
。

　
「
姉
」
は
大
変
だ
。
も
う
い
っ
そ
姉
を
や
め
た

い
と
思
う
と
き
も
あ
る
。
だ
け
ど
そ
れ
以
上
に

「
妹
」
と
い
う
存
在
が
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大

切
で
も
あ
る
。
い
つ
も
笑
わ
せ
て
く
れ
て
、
驚
か

せ
て
く
れ
て
。
妹
が
い
る
こ
と
で
毎
日
が
楽
し

い
。
妹
が
い
る
こ
と
で
私
は
明
る
い
気
持
ち
に

な
れ
る
。
私
は
妹
た
ち
に
い
つ
か
、
恥
ず
か
し
い

け
れ
ど
こ
う
伝
え
た
い
。

　
私
の
妹
と
し
て
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
私

を
お
姉
ち
ゃ
ん
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
、
と
っ
て
も
幸
せ
者
で

す
、と
。

る
。
ほ
っ
と
し
て
扉
を
閉
め
る
。

　
そ
ん
な
仲
の
良
い
兄
弟
に
別
れ
が
突
然
訪
れ

る
。
高
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
次
男
が
、
事
故

で
急
逝
し
た
の
だ
。
芸
大
に
通
っ
て
い
た
長
男
は
、

通
夜
の
直
前
、
泣
き
な
が
ら
弟
の
写
真
を
絵
に
し

て
い
た
。「
僕
に
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
し

か
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
。
そ
の
肖
像
画
は
、
遺
影

と
共
に
葬
儀
会
場
に
飾
ら
れ
た
。
参
列
者
は
皆
、

写
真
そ
っ
く
り
の
鉛
筆
画
に
目
を
止
め
た
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
後
、
肖
像
の
裏
を
見
て
驚

い
た
。
長
男
か
ら
弟
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
て
い
る
。「
み
ん
な
に
愛
さ
れ
た
そ
う
ち
ゃ

ん
。
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、
兄
弟
で
い
て
下
さ
い
」

そ
う
だ
。
家
族
は
、
こ
の
ひ
と
世
限
り
で
終
わ
る

も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば

私
は
ま
た
、
あ
な
た
た
ち
の
お
母
さ
ん
に
な
り
た

い
。
今
度
は
き
っ
と
い
い
お
母
さ
ん
に
な
る
か
ら
。

彼
の
言
葉
は
続
く
。「
僕
に
は
、
そ
う
ち
ゃ
ん
の
よ

う
な
統
率
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
今
度
は
、

そ
う
ち
ゃ
ん
が
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
と
い
い
ね
」

　
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
前
世
で
も
、
私
達
は
繋
が
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
世
に
期
待
し
な

が
ら
、
私
達
家
族
は
亡
き
子
と
共
に
生
き
て
ゆ
く

の
だ
。

第
８
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
集
で
き
ま
し
た

役
場
企
画
観
光
課
に
て
発
売
中

１
冊
２
０
０
円

第
９
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ

①「
奄
美
（
シ
マ
）
の
宝
〜
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
機
縁
し
て~

②「
お
弁
当
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
は
６
月
以
降
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令
和
４
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

ふ
る
さ
と
納
税

男
女
共
同
参
画

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
23
回
町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

た
つ
ご
う

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

新
婚
生
活

支
援
事
業

教
育
民
泊

説
明
会

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

そ
の
他

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

職
員
紹
介

　
私
は
、
建
設
課
に
配
属
と
な
り
、
主
に
道
路

と
河
川
に
係
る
工
事
と
し
て
町
道
の
舗
装
補

修
工
事
や
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
、
河
川

愛
護
運
動
等
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
出
身
は
笠
利
町
の
宇
宿
と
い
う
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
龍
郷
町
に
は
色
々
と
ご
縁
が

あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
母
が
芦
徳
出
身
で
祖

母
は
中
原
フ
デ
と
い
い
ま
す
。
父
は
郵
便
局
員

と
し
て
赤
尾
木
郵
便
局
で
勤
め
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
私
が
生
後
半
年
に
な
る
頃
ま
で
は

玉
里
集
落
の
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
、

私
は
赤
尾
木
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
特
に
赤
尾

木
集
落
の
方
々
に
は
今
後
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
齢
は

27
歳
で
す
が
気
持
ち
は

20
代
前
半

の
つ
も
り
で
、
元
気
に
仕
事
に
打
ち
込
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
名
前
が
珍
し
い
と
言

わ
れ
る
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
覚
え
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
「
詞
文
」
と
書
い
て

「
し
も
ん
」
と
読
み
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
周
り

の
人
か
ら
お
笑
い
芸
人
の
千
鳥
と
い
う
コ
ン
ビ

の
ノ
ブ
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
も
し
役

場
内
で
ノ
ブ
に
似
て
い
る
人
が
い
る
な
と
思
っ

た
ら
そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
で
す
。
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
自
己
紹
介
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
４
月
に
職
員
と
な
り
あ
っ
と
い
う
間
に
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を

覚
え
つ
つ
、
更
に
責
任
感
を
も
っ
て
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建
設
課
の
職

員
と
し
て
、
住
民
の
方
々
の
暮
ら
し
の
手
助
け

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
道

路
や
河
川
の
こ
と
に
つ
い
て
な
に
か
要
望
や
気

付
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
、
児
童
福
祉
係
と
し
て
障
が
い
児
福
祉

や
要
保
護
児
童
に
関
す
る
こ
と
、
少
子
化
対

策
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
の
所
属
す
る
子
ど
も
子
育
て
応
援
課
は

今
年
度
新
た
に
設
立
さ
れ
、
龍
郷
町
を
よ
り

子
育
て
世
代
が
住
み
や
す
く
、
子
ど
も
達
が

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
町
に
し
よ

う
と
日
々
業
務
に
務
め
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
奄
美
市
で
す
が
、
父
方
の

祖
母
が
龍
郷
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
幼
い

時
に
は
本
龍
郷
の
畑
に
よ
く
遊
び
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
母
方
の
祖
父
も
秋
名

出
身
で
龍
郷
町
に
は
何
か
と
縁
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
は
福
岡
の
大
学
に
進
学
し
法

学
部
に
在
籍
し
主
に
経
営
法
学
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
卒
業
と
同
時
に
島
に
帰
っ
て
き
て

龍
郷
町
役
場
に
入
庁
し
、
大
勝
集
落
に
８
ヵ

月
住
み
、
現
在
は
玉
里
集
落
に
住
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
町
の
行
事
が
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
っ
た
の

で
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
参
加
で
き
る
こ
と

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
の

時
か
ら
剣
道
を
し
て
い
て
、
今
年
の
郡
体
会
に

は
龍
郷
町
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
役
場
へ
入
庁
し
て
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
く
、

職
員
の
先
輩
方
や
上
司
の
皆
様
、
そ
し
て
町

民
の
皆
様
に
い
つ
も
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
業

務
に
務
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
で
も
早

く
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
職

員
に
な
れ
る
よ
う
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
日
々
の
業
務
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
「
う
が
み
ん
し
ょ
ー
ら
ん
」

　
私
は
現
在
、
町
民
税
務
課
に
所
属
し
て
お
り
、

主
に
固
定
資
産
税
(
土
地
)
・
軽
自
動
車
税
の

担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
困
り
の
際
は
、
お

気
兼
ね
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
祖
父
「
義
和
」
、
父
の
「
幸
和
」
と
親
子

三
代
に
渡
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
先
代
二
人
に
負
け
な
い
活
躍
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、
高
校
を
卒
業
後
、
７
年
ぶ
り
に

島
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
大
島
高
校

野
球
部
主
将
と
し
て
「
２
０
１
４
年
春
の
選
抜

甲
子
園
」
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
か
ら
の

ご
声
援
・
ご
支
援
が
私
た
ち
の
活
力
に
な
っ
た

こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
再
び
、
大
島
高
校
野
球
部
の
甲
子

園
出
場
で
島
が
沸
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
等
で

な
か
な
か
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
せ
な
い

中
、
明
る
い
話
題
を
届
け
て
く
れ
た
野
球
部

に
は
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
卒
業
生
と
し
て
、

と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
私
も
彼
ら
の
模
範
と
な
れ
る
よ
う
、
そ
し
て

当
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
を

過
ご
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
４
月
の
入
庁
か
ら
、
も
う
１
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
新
た
な
発
見
や
知

識
を
得
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
成
長
で
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
町
の
職
員
と
し
て
、
若
手
住

民
と
し
て
、
龍
郷
町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
私
は
、
土
地
対
策
課
に
て
町
有
地
の
貸
付
・

使
用
許
可
・
払
下
げ
・
寄
付
受
入
事
務
、
公
共

用
地
の
立
会
や
浦
の
土
取
り
場
の
管
理
等
を

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
生
ま
れ
が
鹿
児
島
本
土
の
薩
摩
川
内

市
で
、
父
が
教
師
を
し
て
お
り
、
転
勤
の
関
係

で
中
学
校
入
学
と
同
時
に
龍
郷
町
に
引
っ
越

し
を
し
ま
し
た
。
元
々
、
父
が
大
勝
出
身
と
い

う
事
も
あ
り
、
小
学
生
の
頃
か
ら
夏
休
み
等

を
利
用
し
て
祖
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り

し
て
い
た
の
で
、
龍
郷
町
に
は
引
っ
越
す
前
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
実
際
に
引
っ
越
し
を
し
て
か
ら
は

不
安
ば
か
り
で
し
た
。
最
初
は
幾
里
集
落
に

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
集
落
の
方
も
知
ら
な
い

方
、
中
学
校
で
も
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
知
ら

な
い
人
で
本
当
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
島
の
方
の
温
か
さ
や

フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
に
助
け
ら
れ
た
お
か
げ
で
今

の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
小
中
高
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

て
現
在
も
龍
郷
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
郡
体
で
は
優
勝
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仕
事
面
で
は
、
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も

多
く
、
常
に
勉
強
の
毎
日
で
す
。
今
で
は
上
司

の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
仕
事
の
流
れ
を
掴
み
、
自
分
な
り
に

考
え
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
自
分
の
業
務
に
責
任

を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
年
１
月
３
日
に
成
人
式
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
社
会
人
経
験
も
少
な
く
、
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
私
は
、
農
林
水
産
課
に
て
、
農
林
業
施
設
維

持
管
理
、
堆
肥
・
苗
木
助
成
、
農
業
機
械
、
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
等
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
幾
里
集
落
で
、
幼

少
期
か
ら
集
落
の
方
々
に
と
て
も
温
か
く
見

守
ら
れ
な
が
ら
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
高
校

を
卒
業
後
、
就
職
の
為
に
島
を
離
れ
感
じ
た

の
は
、
島
人
の
温
か
さ
や
、
集
落
の
子
供
た
ち

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
強
い
事
で
し
た
。
シ

マ
で
は
、
集
落
に
住
む
子
供
は
み
ん
な
玉
黄

金
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
人
が
多
く
、
小
学

校
と
住
民
と
の
交
流
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
以

前
の
様
な
交
流
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
私

自
身
と
て
も
さ
み
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、

集
落
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
交
流
が

出
来
る
よ
う
な
行
事
を
、
集
落
の
子
育
て
世

代
の
親
達
で
考
え
て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
職
員
に
な
り
、
も
う
す
ぐ
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
担
当
す
る
主
な
業

務
が
、
農
道
・
林
道
な
ど
の
整
備
事
業
で
あ
り
、

前
職
と
全
く
違
う
職
種
に
な
る
為
、
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
先
輩
方
や
施
工
業

者
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
先
輩
方
の
負
担
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
業
務
に
関
係
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
、
正
確
、
迅
速
に
処
理
出
来
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
住
む
秋
名
・
幾
里
集
落
で
は
、

将
棋
が
流
行
っ
て
お
り
、
私
自
身
も
小
学
生

ぶ
り
に
将
棋
を
や
っ
て
、
ど
ハ
マ
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
将
棋
が
お
強
い
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
農
林
水
産
課
の
廣
島
ま
で
、
連
絡
い
た

だ
き
一
局
ご
指
導
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和３年度採用

職員紹介
役場で勤務し約１年
これからも
よろしくお願いします

建
設
課

大
瀬 

詞
文

子
ど
も
子
育
て
応
援
課

貞 

佑
汰

町
民
税
務
課

重
原 

龍
成

土
地
対
策
課

新
島 

楓
大

農
林
水
産
課

廣
島 

太
陽
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Ｒ
Ｏ

そ
の
他

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

職
員
紹
介

　
私
は
、
建
設
課
に
配
属
と
な
り
、
主
に
道
路

と
河
川
に
係
る
工
事
と
し
て
町
道
の
舗
装
補

修
工
事
や
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
、
河
川

愛
護
運
動
等
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
出
身
は
笠
利
町
の
宇
宿
と
い
う
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
龍
郷
町
に
は
色
々
と
ご
縁
が

あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
母
が
芦
徳
出
身
で
祖

母
は
中
原
フ
デ
と
い
い
ま
す
。
父
は
郵
便
局
員

と
し
て
赤
尾
木
郵
便
局
で
勤
め
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
私
が
生
後
半
年
に
な
る
頃
ま
で
は

玉
里
集
落
の
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
、

私
は
赤
尾
木
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
特
に
赤
尾

木
集
落
の
方
々
に
は
今
後
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
齢
は

27
歳
で
す
が
気
持
ち
は

20
代
前
半

の
つ
も
り
で
、
元
気
に
仕
事
に
打
ち
込
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
名
前
が
珍
し
い
と
言

わ
れ
る
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
覚
え
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
「
詞
文
」
と
書
い
て

「
し
も
ん
」
と
読
み
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
周
り

の
人
か
ら
お
笑
い
芸
人
の
千
鳥
と
い
う
コ
ン
ビ

の
ノ
ブ
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
も
し
役

場
内
で
ノ
ブ
に
似
て
い
る
人
が
い
る
な
と
思
っ

た
ら
そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
で
す
。
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
自
己
紹
介
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
４
月
に
職
員
と
な
り
あ
っ
と
い
う
間
に
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を

覚
え
つ
つ
、
更
に
責
任
感
を
も
っ
て
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建
設
課
の
職

員
と
し
て
、
住
民
の
方
々
の
暮
ら
し
の
手
助
け

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
道

路
や
河
川
の
こ
と
に
つ
い
て
な
に
か
要
望
や
気

付
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
、
児
童
福
祉
係
と
し
て
障
が
い
児
福
祉

や
要
保
護
児
童
に
関
す
る
こ
と
、
少
子
化
対

策
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
の
所
属
す
る
子
ど
も
子
育
て
応
援
課
は

今
年
度
新
た
に
設
立
さ
れ
、
龍
郷
町
を
よ
り

子
育
て
世
代
が
住
み
や
す
く
、
子
ど
も
達
が

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
町
に
し
よ

う
と
日
々
業
務
に
務
め
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
奄
美
市
で
す
が
、
父
方
の

祖
母
が
龍
郷
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
幼
い

時
に
は
本
龍
郷
の
畑
に
よ
く
遊
び
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
母
方
の
祖
父
も
秋
名

出
身
で
龍
郷
町
に
は
何
か
と
縁
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
は
福
岡
の
大
学
に
進
学
し
法

学
部
に
在
籍
し
主
に
経
営
法
学
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
卒
業
と
同
時
に
島
に
帰
っ
て
き
て

龍
郷
町
役
場
に
入
庁
し
、
大
勝
集
落
に
８
ヵ

月
住
み
、
現
在
は
玉
里
集
落
に
住
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
町
の
行
事
が
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
っ
た
の

で
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
参
加
で
き
る
こ
と

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
の

時
か
ら
剣
道
を
し
て
い
て
、
今
年
の
郡
体
会
に

は
龍
郷
町
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
役
場
へ
入
庁
し
て
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
く
、

職
員
の
先
輩
方
や
上
司
の
皆
様
、
そ
し
て
町

民
の
皆
様
に
い
つ
も
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
業

務
に
務
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
で
も
早

く
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
職

員
に
な
れ
る
よ
う
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
日
々
の
業
務
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
「
う
が
み
ん
し
ょ
ー
ら
ん
」

　
私
は
現
在
、
町
民
税
務
課
に
所
属
し
て
お
り
、

主
に
固
定
資
産
税
(
土
地
)
・
軽
自
動
車
税
の

担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
困
り
の
際
は
、
お

気
兼
ね
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
祖
父
「
義
和
」
、
父
の
「
幸
和
」
と
親
子

三
代
に
渡
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
先
代
二
人
に
負
け
な
い
活
躍
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、
高
校
を
卒
業
後
、
７
年
ぶ
り
に

島
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
大
島
高
校

野
球
部
主
将
と
し
て
「
２
０
１
４
年
春
の
選
抜

甲
子
園
」
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
か
ら
の

ご
声
援
・
ご
支
援
が
私
た
ち
の
活
力
に
な
っ
た

こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
再
び
、
大
島
高
校
野
球
部
の
甲
子

園
出
場
で
島
が
沸
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
等
で

な
か
な
か
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
せ
な
い

中
、
明
る
い
話
題
を
届
け
て
く
れ
た
野
球
部

に
は
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
卒
業
生
と
し
て
、

と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
私
も
彼
ら
の
模
範
と
な
れ
る
よ
う
、
そ
し
て

当
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
を

過
ご
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
４
月
の
入
庁
か
ら
、
も
う
１
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
新
た
な
発
見
や
知

識
を
得
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
成
長
で
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
町
の
職
員
と
し
て
、
若
手
住

民
と
し
て
、
龍
郷
町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
私
は
、
土
地
対
策
課
に
て
町
有
地
の
貸
付
・

使
用
許
可
・
払
下
げ
・
寄
付
受
入
事
務
、
公
共

用
地
の
立
会
や
浦
の
土
取
り
場
の
管
理
等
を

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
生
ま
れ
が
鹿
児
島
本
土
の
薩
摩
川
内

市
で
、
父
が
教
師
を
し
て
お
り
、
転
勤
の
関
係

で
中
学
校
入
学
と
同
時
に
龍
郷
町
に
引
っ
越

し
を
し
ま
し
た
。
元
々
、
父
が
大
勝
出
身
と
い

う
事
も
あ
り
、
小
学
生
の
頃
か
ら
夏
休
み
等

を
利
用
し
て
祖
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り

し
て
い
た
の
で
、
龍
郷
町
に
は
引
っ
越
す
前
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
実
際
に
引
っ
越
し
を
し
て
か
ら
は

不
安
ば
か
り
で
し
た
。
最
初
は
幾
里
集
落
に

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
集
落
の
方
も
知
ら
な
い

方
、
中
学
校
で
も
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
知
ら

な
い
人
で
本
当
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
島
の
方
の
温
か
さ
や

フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
に
助
け
ら
れ
た
お
か
げ
で
今

の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
小
中
高
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

て
現
在
も
龍
郷
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
郡
体
で
は
優
勝
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仕
事
面
で
は
、
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も

多
く
、
常
に
勉
強
の
毎
日
で
す
。
今
で
は
上
司

の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
仕
事
の
流
れ
を
掴
み
、
自
分
な
り
に

考
え
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
自
分
の
業
務
に
責
任

を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
年
１
月
３
日
に
成
人
式
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
社
会
人
経
験
も
少
な
く
、
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
私
は
、
農
林
水
産
課
に
て
、
農
林
業
施
設
維

持
管
理
、
堆
肥
・
苗
木
助
成
、
農
業
機
械
、
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
等
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
幾
里
集
落
で
、
幼

少
期
か
ら
集
落
の
方
々
に
と
て
も
温
か
く
見

守
ら
れ
な
が
ら
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
高
校

を
卒
業
後
、
就
職
の
為
に
島
を
離
れ
感
じ
た

の
は
、
島
人
の
温
か
さ
や
、
集
落
の
子
供
た
ち

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
強
い
事
で
し
た
。
シ

マ
で
は
、
集
落
に
住
む
子
供
は
み
ん
な
玉
黄

金
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
人
が
多
く
、
小
学

校
と
住
民
と
の
交
流
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
以

前
の
様
な
交
流
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
私

自
身
と
て
も
さ
み
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、

集
落
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
交
流
が

出
来
る
よ
う
な
行
事
を
、
集
落
の
子
育
て
世

代
の
親
達
で
考
え
て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
職
員
に
な
り
、
も
う
す
ぐ
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
担
当
す
る
主
な
業

務
が
、
農
道
・
林
道
な
ど
の
整
備
事
業
で
あ
り
、

前
職
と
全
く
違
う
職
種
に
な
る
為
、
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
先
輩
方
や
施
工
業

者
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
先
輩
方
の
負
担
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
業
務
に
関
係
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
、
正
確
、
迅
速
に
処
理
出
来
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
住
む
秋
名
・
幾
里
集
落
で
は
、

将
棋
が
流
行
っ
て
お
り
、
私
自
身
も
小
学
生

ぶ
り
に
将
棋
を
や
っ
て
、
ど
ハ
マ
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
将
棋
が
お
強
い
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
農
林
水
産
課
の
廣
島
ま
で
、
連
絡
い
た

だ
き
一
局
ご
指
導
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和３年度採用

職員紹介
役場で勤務し約１年
これからも
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　男女共同参画とは何か、皆様の心に少しずつ届いているでしょうか。この頃「いつも読んでいるよ
～」とか「ハケー、なんなり勉強すらんばや～」とか嬉しい言葉をいただきます。
　さて、今回は、今までを振り返って、共に学んでいきたいと思います。先月号で「多様性のあり方に
ついて子ども達は柔軟にとらえているが、問題は子ども達が社会に出たときに、大人とのギャップで
生きづらさや困難を抱えないかという事です」とありますが、まさにそうだと思います。
　～うがしありょんかな、くわ、まぁがぬ困らんにしぃ、わきゃむキバらんばや！！ちぃ言ゆんく
つ、だりょんちょ～（そうだから子供や孫が困らないように私達も努力しようということ）。
　我が国は少子高齢化の進展により逆ピラミッド型人口になっており、その結果、働き手の確保
の問題の中で、女性は持続的成長の実現に向けた「最大の潜在力」として期待されています。しか
し、女性の働き方は、結婚、出産、育児、又、介護のライフイベントに左右される傾向が強いため、男
女共に働きやすくなるよう男女共同参画基本法が1999年に法律化されました。まだまだ男性中心
型労働慣行も残っており、長時間労働の常態化による男性への過度な負担は、ワークライフバラ
ンスを悪化させる一方で、これもまた、女性の家事、育児、介護等の負担を増加させています。女性
の人権の問題が、今の男女共同参画社会へと展開しています。
　男女共同参画基本法は、男性も女性もあらゆる分野で活躍できる社会を目指し、一人一人の
豊かな人生のために、今までのあたりまえを考え直すものです。
わたしも、あなたも自分らしく生きていくためにも!!　　　　　　　　　　 森田 啓子

男女 参画地域推進員から no.15 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美
龍郷町男女共同参画推進員

内 訳

均等割額

所得割率
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55,100円

10.38％

64万円

変 更 後
（令和４・５年度）

56,900円

10.88％

6 6万円

後期高齢者医療保険料率の改定内容
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鹿屋市新栄町 35-7
☎（０１２０）
　　６６６６-３０
営　９時～18時 
休 　日曜日

株式会社  財宝

　鹿児島県垂水市の地下 1,000ｍから湧き出る「天然アルカリ温泉
水　財寶温泉」の通信販売を中心に、温泉水を使用した焼酎・ソ
フトドリンク・製菓・化粧品など、地元鹿児島の恵みを受けた特産
品を日本全国のお客様へお届けしています。
　龍郷町ふるさと納税の返礼品としてお届けする「黒糖財宝」「黄
金財宝」は、龍郷町の酒造会社 “ 奄美大島酒造 ” で製造された黒
糖焼酎です。奄美大島産のサトウキビでつくられた黒糖を原料に
使用し、割水には「天然アルカリ温泉水　財寶温泉」が使用されて
います。
　黒糖の甘い香りが味わえる「黒糖財宝」、琥珀色に輝き長期樫樽
貯蔵による濃厚なコクと深みが特徴の「黄金財宝」。どちらも割水に
財寶温泉を使用することにより、とてもまろやかで舌触りの良い焼
酎に仕上がりました。ぜひご賞味ください。

黒糖焼酎「黒糖財宝」1.8L
長期樫樽貯蔵「黄金財宝」1.8L
各２本セット

                   寄附額29,000円

黒糖焼酎「黒糖財宝」
1.8L(紙パック)2本

                   寄附額14,000円

長期樫樽貯蔵黒糖焼酎
「黄金財宝」1.8L(一升瓶)2本 

                   寄附額16,000円

ふるさと納税ポータルサイト『さとふる』
『ふるさとチョイス』『楽天ふるさと納税』

にてご利用いただけます。

返礼品一覧を送付いたします。お電話もしくは
メールにてご住所・お名前をお教えください。
役場企画観光課  ☎０９９７-６９-４５１２
メール kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

龍郷町ふるさと納税

龍郷町へのふるさと納税お待ちしております

電
話
で

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

※龍郷町ふるさと納税の返礼品は町外の方のみご利用可

　　　　　　　　　　　　　　 ( 東京都 ) 中嶋昭 / 田辺大輔 / 古場太佑 / 宇田青司 ( 神奈川県 ) 新井章太 /

杉田光隆 / 溝口久 / 吉田一紀 / 堀口遼平 ( 京都府 ) 岸田美加 / 江戸俊太 ( 兵庫県 ) 魚住和弘 / 長谷川英夫 ( 広

島県 ) 當徹 ( 鹿児島県 ) 井上尚美　敬称略               名前公開を希望されない寄付者様　149 名　

龍郷町へ寄附いただきました 1月分

返礼品登録募集中

心よりお礼申し上げます

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集要領」に基づ
き返礼品の登録事業者を随時募集しています。新型コロナウイル
スの影響を受けている事業者の皆様からのご相談も受け付けて
おりますので、詳しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２
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●一般書● ●児童書●
・『おたすけこびと』なかがわ ちひろ/徳間書店
・『ファーブル先生の昆虫教室』奥本 大三郎/ポプラ社
・『都会のトム＆ソーヤ 18』はやみね かおる/講談社
・『きせつと行事を楽しむずかん』長谷川 康男/岩崎書店
・『未来のきみを変える読書術』苫野 一徳/筑摩書房
・『10代で知っておきたい「同意」の話』

ジャスティン・ハンコック/河出書房新社
・『博物館のバックヤードを探検しよう！』

DK社/河出書房新社
・『一ノ瀬ユウナが浮いている』乙一/集英社              
・『コミック版 世界の伝記 １～１０』前島 正裕他/ポプラ社       
・『集英社みらい文庫 鬼滅の刃 １』松田 朱夏/集英社

         他 

・『ディス・イズ・ザ・デイ』津村 記久子/朝日新聞出版
・『すばらしきアカデミックワールド』越智 啓太/北大路書房
・『北欧とゲルマンの神話事典』クロード・ルクトゥ/原書房
・『ヨックモックの贈るクッキーレシピ』

ヨックモック/世界文化ブックス
・『黒牢城』米澤 穂信/KADOKAWA
・『シルクロード全史 上・下』

ピーター・フランコパン/河出書房新社
・『異なる人と「対話」する』

野村 浩子/日経BP日本経済新聞出版本部
・『農業消滅』鈴木 宣弘/平凡社
・『プロジェクト・ヘイル・メアリー』

アンディ・ウィアー/早川書房 
他

令和4年4月号
4月9日～4月17日　りゅうがく館　講堂で陶芸家西郷隆文氏（西郷菊次
郎翁ご令孫）による陶芸展を行います。ぜひ、お立ち寄りください。

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

アロマ＆ハーブ大事典
林 真一郎/新星出版社
　 精 油 の 概 論 か ら 、ト
リートメント、スキンケ
ア、ハーブの使い方まで
アロマセラピーとハーブ
の知識を、使いやすくま
とめました。基礎から歴
史、栽培方法も解説して
います。

ブラックボックス
砂川 文次/講談社
　ずっと遠くに行きた
かった。今も行きたいと
思っている。自分の中の
怒りの爆発を、なぜ止め
られないのだろう。自転
車便のメッセンジャー、
サクマは都内を今日も
ひた走る。

卒業 桜舞う春に、また
君と
汐見夏衛（他）/スターツ出版
　桜舞う春、出会いと別
れの季節を舞台に4人の
作家がお話を寄せまし
た。卒業式、自分の居場
所、亡くなった恋人、自
分 宛 で は な い ラ ブ レ
ター。様々な登場人物た
ちが葛藤し、成長してい
きます。

おこりたくなったら
やってみて！
オーレリー・シアン・ショウ・
シーヌ/主婦の友社  
　おこりたくなったら、
しんこきゅう。子どもが
自分自身でネガティブ
な感情を笑顔にかえら
れるように！

お知らせ
  2階文化財展示室「島ミュージアム」は4月
から入場料が必要となります。
一般…300円  
小中学生…100円
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小田イトソさん

大正11年２月20日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

藤木フエさん

大正11年２月23日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

わきゃシマの玉黄金 3 march

子ども子育て応援課　公式アカウントです。

龍郷町の子育て支援に関することを更新中♪

　　　　　　　　　ろ　い

浜田 遼紐くん  R３.３.13 生
  龍郷　父  龍之介　母   麗華

　　　　　      み な ぎ

德永 珠凪ちゃん  R３.３.24 生
  玉里　父   和也　母   美智子

　　　　　      て ん ま

中村 空稀くん  R３.３.25 生
  大勝　父   雄大　母   優希

　　　　　      らん

赤尾 蘭ちゃん  R３.３.29 生
  中戸口　父   健太　母   優子

　　　　　     し ん

則岡 芯くん  R３.３.31 生
  瀬留　父   博之　母   静香

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

お

兄ちゃん達、だーいすき♡

走
る

のも食べるのも一人前

！ 口癖は「はっけぇ～」
に

ぃに、ねぇね、大好き♡

た
く

さ

ん食べて、大きくなりま
す

♡

アフリカマイマイ（重点対策外来種））
　殻高15㎝以上に達する世界最大級のカタツムリ。東アフリカ原産。殻色は普通赤
褐色で縦に黄色の縞模様が入ります。（環境によって色彩変異もあります。）雑食性。
基本的に夜行性で、昼間は草地や林縁部等の土中に潜んでいます。非常に繁殖力
が高く、約10日間周期で100～1,000個産卵します。
　農作物への食害のほか、寄生虫（広東住血線虫）が人間に寄生した場合、死に
至る場合もあります。アフリカマイマイとその卵は、素手で触らないよう
にしましょう。鹿児島県も「緊急防除種」に指定しており、駆除方法を
ホームページ等で紹介しています。（記事と写真は環境省サイト参照）

【
２
月
届
出
】
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林由佳様より、ひな人形を寄贈いただき、りゅうがく館１階
図書室にて展示しました。ありがとうございます。

ありがとうございます。

元プロ野球北海道日本ハムファイターズの斎藤佑樹氏が
来庁されました。

またいも～れ～

り
っ
か
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走
る

のも食べるのも一人前

！ 口癖は「はっけぇ～」

に

ぃに、ねぇね、大好き♡

た
く

さ

ん食べて、大きくなりま
す
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そ
の
他

お
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令
和
３
年
度

職
員
紹
介

アフリカマイマイ（重点対策外来種））
　殻高15㎝以上に達する世界最大級のカタツムリ。東アフリカ原産。殻色は普通赤
褐色で縦に黄色の縞模様が入ります。（環境によって色彩変異もあります。）雑食性。
基本的に夜行性で、昼間は草地や林縁部等の土中に潜んでいます。非常に繁殖力
が高く、約10日間周期で100～1,000個産卵します。
　農作物への食害のほか、寄生虫（広東住血線虫）が人間に寄生した場合、死に
至る場合もあります。アフリカマイマイとその卵は、素手で触らないよう
にしましょう。鹿児島県も「緊急防除種」に指定しており、駆除方法を
ホームページ等で紹介しています。（記事と写真は環境省サイト参照）

【
２
月
届
出
】
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香
典
返
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社
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社
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福
祉
協
議
会
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岩
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政
俊 
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留
集
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榮 

美
香
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榮 
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龍
郷
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落
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郷
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内
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村 

キ
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） 社
協

・
内
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千
代
美（
故 

内
田 

和
信 

） 社
協

林由佳様より、ひな人形を寄贈いただき、りゅうがく館１階
図書室にて展示しました。ありがとうございます。

ありがとうございます。

元プロ野球北海道日本ハムファイターズの斎藤佑樹氏が
来庁されました。

またいも～れ～

り
っ
か
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問  役場総務課
　  ☎６９-４５１１

 予想される津波の高さ 

とるべき行動 避難の範囲 数値での発表 

（発表基準） 

巨大地震の 

場合の表現 

大
津
波
警
報 

10ｍ超 

（10ｍ＜高さ） 

巨大 

沿岸部や川沿いにいる人は

ただちに高台など安全な場

所へ避難してください。 

津波は繰り返し襲ってくる

ので大津波・津波警報が解

除されるまで安全な場所か

ら離れないでください。 

ここなら安全と思わず、よ

り高い場所を目指して避難

しましょう！          

 

龍郷町防災ガイド（68 ペ

ージ～）等で浸水が想定

される区域を確認してお

きましょう。 

また、津波の規模は様々

であり、実際には浸水想

定を上回る津波が襲って

くることもあるので最大

限の避難を心がけましょ

う。 

10ｍ 

（５ｍ＜高さ≦10ｍ） 

５ｍ 

（３ｍ＜高さ≦５ｍ） 

津
波
警
報 

３ｍ 

（１ｍ＜高さ≦３ｍ） 
高い 

津
波
注
意
報 

１ｍ 

（20 ㎝≦高さ≦1ｍ） 
(表記しない) 

海の中にいる人や、海岸に

いる人はただちに海岸から

離れてください。 

津波注意報が解除されるま

で海に入ったり海岸に近づ

いたりしないでください。 

 

防災情報

～いざその時、
身を守るために～ 
津波警報・注意報
　日頃から災害に対す
る準備や対策を行うこ
と が 大 切 で す。い ざ と
い う 時 の た め に、と る
べ き 行 動 の 想 定、浸 水
想定区域の確認等をし
ておきましょう。

　

アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）

問  役場企画観光課☎（６９）４５１２
今年：７件 2022.3.17現在

龍郷町行事予定4月

日 月 火 水 木 金 土
■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　13:30~16:00

■保健センター開放　乳幼児対象 10:30~16:00　

■子育てサロン　乳幼児対象 10:30~12:00　　

　保セ …どぅくさぁや館
がく館  …りゅうがく館

秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～

龍郷　毎週木曜　午前9時半～　

大勝　毎週木曜　午後2時～

川内　毎週金曜　午後7時半～

芦徳　第1・３・４・５月曜  午後２時～

■楽らく体操教室

■どぅくさ会
　明記がない場合は…14:00~

■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開放
相談日（かがやき）10:30~
■でぃでぃ
■楽らく川

■保健センター開放
民児協定例会

小中学校
　   入学式・始業式
■でぃでぃ

■楽らく秋・龍・大
■春の全国交通安
全運動週間（~15）

■子育てサロン
■男性料理教室
　秋名ｺﾐｭﾆﾃｨ10:00~
■楽らく川

■保健センター開放
■楽らく芦

■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

■保健センター開放

■楽らく秋・龍・大

■楽らく秋・龍・大
■でぃでぃ

昭和の日

■子育てサロン
■でぃでぃ
■楽らく川

■保健センター開放
■楽らく芦

定例駐在員会

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：３月１日

旧：３月15日

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

龍
郷

町
公

式
LIN

E！


